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「世田谷区ユニバーサルデザイン推進計画（第３期）（素案）」に対する 

意見と区の考え方 

 

① 計画の策定に関すること 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ 障害者にかかわる行政計画として
ノーマライゼーションからの発展
であるインクルージョンプランが
ある一方、今回はバリアフリーから
の発展であるユニバーサルデザイ
ンである。 
役所の担当部署が違うのはわかる
が、カタカナ言葉が次々に出現して
は消えていく印象が強い。「区民」
目線のわかりやすい情報発信を期
待する。 

世田谷区では、昭和 56 年ころより、
梅ヶ丘駅周辺をモデル地区とした福祉
のまちづくりのための施設整備を進め
るなど、区民のだれもが安心して暮ら
せるまち、人々とのふれあい、支えあ
いながら生き生きと活動できるまちを
めざし、障壁（バリア）を解消する「バ
リアフリー整備」など、福祉のまちづ
くりのための施設整備を推進してきま
した。しかし、最初から障壁をつくら
ないというユニバーサルデザインの考
えに方針を改め、平成 19 年に「ユニバ
ーサルデザイン推進条例」を策定し、
ユニバーサルデザインのまちづくりを
進めています。 

本計画内ではカタカナ言葉でわかり
にくいものや専門用語もございますの
で、注釈や資料編に用語集をつけると
ともに、イメージがつきやすいよう写
真なども追加しました。 

なお、せたがやインクルージョンプ
ランについては、ノーマライゼーショ
ンの考え方を継承しながら、近年増加
している複雑・複合化する課題への対
応や、地域共生社会に関する社会状況
の変化等を踏まえ、すべての区民が
個々の特性や経験を含めた多様性を尊
重し、その存在と価値観を相互に認め
合い、誰一人取り残さないことを目指
し、計画名称を変更しています。 

いただいたご意見は、施策・取組み
を進めていく上での参考とさせていた
だきます。 

・ ユニバーサルデザイン自体は知っ
ているが、説明頂いている文章は抽
象的で役人にありがちな意味不明
な言葉のオンパレードなので、ほと
んど意味が分からない。具体的に私
達に何をしてほしいのか。 

区は、ユニバーサルデザイン推進計
画（第３期）に基づき、だれもが安全で
安心して快適に住み続けることのでき
る地域共生社会の実現をめざし、施策
を取り組みます。 

なお、本計画は、区が取り組む内容
を記載しておりますが、ユニバーサル
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デザインのまちづくりを推進するため
には、区民等の参加と協働が重要であ
ると考えております。 

区民の皆様にユニバーサルデザイン
の理解を深めていただけるよう、引き
続き、イベント等を開催していきます。 

・ 「世田谷区ユニバーサルデザイン
推進計画（第３期） (素案)」の 基
本理念、10 の施策、33 の UD 推進の
取組みに賛同する。 
世田谷区が「どこでも、だれでも、
自由に、使やすい」生活環境に整備
されることを望む。 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）に基づき、だれもが安全で安心
して快適に住み続けることのできる地
域共生社会の実現をめざし、施策を取
り組んで行きます。 

なお、取組みは、住宅に関する取組
みを追加し、34 の取組みとしておりま
す。 

・ ユニバーサルデザインの推進はと
ても大切だが、同時に持続可能とい
う観点も大切である。10 の施策、33
の取組みなど広げることも重要だ
が、いかに持続させていくか、そし
ていかにコストをかけずに、という
点が重要である。 

区の基本計画の実行指針では、「SDGs
の目標年次である 2030 年に向け、基本
計画の施策と SDGs との関連性を明ら
かにし、関連性を意識しながら分野横
断的な施策展開を図り、一体的に推進
する」としており、本計画にも関連す
る SDGs を掲載しております。さらに、
改めて所管課にも周知しました。 

 

② 推進計画（第３期）の考え方に関すること 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ LGBTQ の人達は何を希望している
か？その人達の声を聞くことが最
初のような気がする。 

「世田谷区多様性を認め合い男女共
同参画と多文化共生を推進する条例」
に基づき、年齢、性別、国籍、障害の有
無等にかかわらず、個人の尊厳を尊重
します。 

・ 第１章の策定の背景や第３章の見
直しの課題に「ICT の普及」とある
が、今後の 10 年間における課題は
「デジタル化の進展」であると思わ
れる。AIなども含まれるように広く
課題を捉える必要がある。 

ICT が普及し、デジタル化が急速に
進展している現状も踏まえ、AI などの
最新技術を UD 推進に活用していくこ
とも視野に入れて検討します。一方で、
ICT を利用することができない人への
配慮も必要なため、だれもが取り残さ
れることなく情報を取得し利用できる
よう取り組みます。 

・ ICT や AI を利用した最新のツール
は、使える人には大変便利であり、
それを UD と勘違いしている人がい
るが、それは UD ではない。同じ目

ICT による情報発信・取得の普及が
進み利便性が高まる一方で、ICT を利
用することができない人が取り残され
ないよう配慮が必要です。そのため、
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的を達成するためにはいくつかの
選択肢は必要だと思う。 

だれもが取り残されることなく情報を
取得し利用できるよう取り組みます。 

・ 障害者にとって UD は社会で当たり
前に暮らすための一つの姿であり、
障害者を含めて誰もが当たり前に
暮らすための大切な概念である。そ
の考え方を理解してもらうため、
「UD・ユニバーサルデザイン」「社
会モデル」という言葉が社会の中に
浸透すると良いと思う。 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）に基づき、だれもがユニバーサ
ルデザインを自分の問題として捉えら
れるよう、普及啓発・理解促進に取り
組みます。いただいたご意見は、今後
の参考とさせていただきます。 

 

③ 基本理念、取組み方針に関すること 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ 基本的な内容については異論が無
い。取組みは本質を射たものとは思
えない。まずは公平性の実現が肝要
ではないか。つまりは特定層の不利
益からの脱却である。 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）の推進計画全体の基本理念を達
成するために、区民の参加・協働を進
め、幅広い視点からの意見を取り入れ
ながら、施策を実行していきます。 

 
④ 取組み内容に関すること 
(ア) 全般に関すること 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ スパイラルアップを実効性あるも
のとするため、プランの際に成果目
標（アウトカム目標）を可能な限り
設定して、事後的な検証を行うこと
が望まれる。 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）の各施策における取組みについ
ては、事業担当課で点検・自己評価を
行い、学識経験者、区民、区内活動団体
代表及び事業者によって構成された
「ユニバーサルデザイン環境整備審議
会」からの意見を踏まえ、改善・計画・
実行の、PDCA サイクルで進めます。 

・ まち歩きから見えた課題やヒント
など、UD推進プロセスから得た有益
情報を公開・共有することで日本全
体の利益につながるのではないか。 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）では、ユニバーサルデザインの
考えに基づき整備した施設の事例等
を、だれもが活用できるように公開し、
またユニバーサルデザインの視点で施
設点検等に取り組みます。 

その他、計画に基づき取り組んだ内
容は、学識経験者、区民、区内活動団体
代表及び事業者によって構成された
「ユニバーサルデザイン環境整備審議
会」に報告し、その講評・提案を公表し
ます。 
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・ 外国人労働者などを受け入れやす
い環境を目指す目的で UD 推進すれ
ば、経済貢献、介護問題に寄与でき
るものになる。 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）におきましても、引き続き、外国
人の方も含め、だれもが利用しやすい
環境の整備に取り組みます。 

・ 大規模災害への備えは喫緊の課題
である。 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）では、近年の大規模災害の発生
を踏まえ、避難所や公園の UD 整備とい
ったハード面の整備をはじめ、だれも
が災害に関する情報を得られる仕組み
づくりや、多様な視点を備えた防災リ
ーダーの育成に取り組みます。 

・ 「高齢者・障害者の住宅改修支援」
を明確に位置付けてほしい。 
これは国連障害者権利条約第９条
で「施設及びサービス等の利用の容
易さに対する妨げ及び障壁を特定
し、及び撤廃すること」とする対象
の中に「住居を含む」とされている
ことからも重要である。 

個々の身体状況等に応じて住宅改修
を行うことは、高齢者や障害者が住み
慣れた地域で暮らし続けるうえで大切
なことと認識しており、各担当所管課
により、高齢者・障害者の身体状況に
応じた住宅改修に要する費用の一部を
助成する取組みを行っています。 

この度の区民意見やユニバーサルデ
ザイン環境整備審議会での議論を踏ま
え、ユニバーサルデザイン推進計画（第
２期）にあった「高齢者・障害者の住宅
改修支援」については、第３期計画で
は、住宅のユニバーサルデザイン情報
冊子により助成制度の周知に努めると
ともに、住宅セミナーなどに専門家（ユ
ニバーサルデザインアドバイザー）の
派遣を行うなど、新たな取組みを加え
ました。 

引き続き、各担当所管と連携し区民
の住環境の整備支援を行い、高齢者、
障害者の在宅生活を支えます。 

・ 「施策６ユニバーサルデザインに
よる情報の発信と取得、利用」、「施
策８ユニバーサルデザインの普及
啓発」、「施策９ユニバーサルデザ
インの担い手づくり」に関して、ど
のように展開していくのか、もう少
しくわしく知りたい。特に情報発信
の多様化は重要である 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）では、第４章に各施策の目標、考
え方、具体的な取組み内容をお示しし
ております。 

「施策６ユニバーサルデザインによ
る情報の発信と取得、利用」では多様
な利用者が、希望する情報を適切に得
られるよう、手話や音声など様々な手
段を活用し、アクセシビリティに配慮
した情報発信を行います。 

「施策８ユニバーサルデザインの普
及啓発」では、だれもが参加できるイ
ベントの開催や出張講座を実施しま
す。 
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「施策９のユニバーサルデザインの
担い手づくり」では、ユニバーサルデ
ザインの取組みを広げる担い手の育成
や、教職員ユニバーサルデザインの研
修等の取組みを進めます。 

・ エスカレーターは高速運転を基本
とし、高齢者や障害者等はエレベー
ターに誘導し、ベビーカーなどを含
めて最優先とする運用にしてほし
い。 

旅客施設を含む建築物につきまして
は、世田谷区ユニバーサルデザイン推
進条例に基づき、車椅子やベビーカー
でも利用しやすいエレベーター等の移
動等円滑化経路の整備を施設管理者等
へ指導しております。 

なお、エレベーターが満員で、高齢
者や障害者が利用できないという現状
もあるため、エレベーターでの移動が
必要な方がきちんと利用できるよう、
心のバリアフリーの理解、普及に取り
組みます。 

 

(イ) 施策２（道路環境の整備推進）に関すること 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ 奥沢駅から自由が丘方面へ向かう
自由通りの歩道が狭く、路面ががた
ついていて、ご老人が歩く様子に危
なさを感じることが多い。道幅の拡
張と路面をなだらかに整備いただ
けると歩行者の安全性向上となる。 

関係機関に情報共有いたします。 

・ 歩行者空間整備の際に木陰ができ
るような植樹・剪定をお願いした
い。車や自転車を使わない高齢者に
とって、木陰がいかにありがたい
か、この夏痛感した。 

区では、道路空間として、効果的か
つ良質な道路緑化空間を推進し生物多
様性にも配慮した快適な歩行者空間の
提供に努めてきております。今後も、
引き続き街路樹・植栽帯について、適
切な植栽、健全な育成・維持管理に取
り組みます。 

・ 国道 246 号線昭和女子大前の歩道
橋に是非エレベーターの設備をお
願いしたい。大型スーパーの前よ
り、大荷物を持って行き来する老人
が多い。 

ご指摘の歩道橋へのエレベーター設
置については、現況の国道 246 号線の
歩道が狭く、設備の整備には課題が多
いことを道路管理者である国から聞い
ているところです。 

国道 246 号線の三軒茶屋交差点から
三宿交差点の間には横断歩道がなく、
南北横断はご指摘の歩道橋に限られ、
南北分断の解消が地域の課題となって
います。 

区では、「世田谷区三軒茶屋駅周辺
地区交通バリアフリー基本構想」など
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に基づき、三軒茶屋・三宿交差点間で
の新たな横断歩道の設置について道路
管理者や交通管理者と継続的に協議す
るなど、今後も南北分断の解消に向け
て取り組みます。 

・ 電柱の地中化希望。 
景観上も問題があるため、まずは区
から初めて欲しい。 

無電柱化の３つの目的である「都市
防災機能の強化」・「安全で快適な歩行
空間の確保」・「良好な都市景観の創
出」のもと、世田谷区無電柱化推進計
画を策定し、必要性の高い道路から優
先的に無電柱化に取り組んでいます。 

・ 歩道を広くしてほしい。ユニバーサ
ルデザインというと局所的に考え
がちだが、まず歩道を広くし、歩行
者の安全確保がＵＤの第一歩だと
思う。 

区内には、都市計画道路や主要生活
道路といった比較的規模の大きい道路
ネットワークを計画していますが整備
率は５割程度です。そのため区では、
道路整備の総合的な方針である「せた
がや道づくりプラン」を策定し、優先
整備路線として位置づけた路線につい
て道路拡幅を行うなど、安全快適に歩
ける道路整備に計画的に取り組んでい
ます。 

・ 心臓に疾患をかかえる車椅子使用
者にとって、目のみえない人のため
の道路の凸凹は、心臓に悪い。 

区では、ユニバーサルデザイン推進
条例に基づき、高齢者や障害者などす
べての人に「安全でかつ快適に歩行・
移動ができる道路整備」に努めます。 

・ 自転車と通行人の事故が多い。正し
い乗り方を周知させてほしい。学校
や運転免許の更新時での指導など。 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）では、だれもが安全で安心して
移動するため、自転車利用者の交通安
全ルール遵守やマナー向上の取組みを
推進し、安全で安心な歩行者空間の確
保を目指します。 

・ 区のあちこちを歩いて巡るように
なり、各地の公園や緑地のベンチや
テーブルが丁寧に設置されていた
り、歩道等のバリアフリー化が進ん
でいることに気づかされた。 
ただ、歩道の安全歩行について、夜、
無灯火の自転車が多く、しかも自転
車優先かのようにスピードも落と
さず、歩行者のすぐ脇を走行するこ
とである。安全マナーの周知が必要
だと思う。 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）では、だれもが安全で安心して
移動するため、自転車利用者の交通安
全ルール遵守やマナー向上の取組みを
推進し、安全で安心な歩行者空間の確
保を目指します。 

 

(ウ) 施策４（交通移動サービスの充実）に関すること 



7 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ 鉄道駅のホームドア設置について、
小田急線は通過電車がある番線を
優先、京王線は高架化工事完了に合
わせた施工を鉄道会社に働きかけ
てほしい。 

区内における小田急電鉄小田原線の
ホームドア未整備駅について、豪徳寺
駅、千歳船橋駅、喜多見駅においては
令和７年度までに整備予定です。 

また、経堂駅、祖師ヶ谷大蔵駅、成城
学園前駅においては令和 15 年３月末
までにホームドア整備完了を予定と伺
っております。なお、整備順序につい
ては駅および駅周辺の特性、転落事故
の発生状況、視覚障害者の利用状況、
ホームの混雑状況等を踏まえ総合的に
決定していると伺っております。 

京王電鉄京王線では京王線（笹塚駅
～仙川駅）連続立体交差事業の進捗に
あわせて整備する予定と伺っておりま
す。引き続き、鉄道事業者に対し、補助
金による整備促進を行います。 

・ ホームから改札まではエレベータ
ーやエスカレーターがあるが、改札
～地上まで階段のみの場合が多い。
一般的には上りの方がつらいと考
えがちだが、一時的に足や片目を悪
くしている方、ひざの痛みがある方
にとっては、下りの階段はかなりス
トレスに感じると思う。 
スペースの問題等があると思うが、
ぜひ改札～地上までの上下エスカ
レーター設置はご検討いただきた
い。 

鉄道駅におけるエレベーターやエス
カレーターの設置は主に鉄道事業者が
その要否を判断し整備を行います。 

引き続き、鉄道事業者に対し、エス
カレーターの整備について要望を伝え
てまいります。 

 

(エ) 施策５（民間施設へのユニバーサルデザイン整備支援）に関すること 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ 個人店のバリアフリー対応につい
ては建物の構造上の問題もあり限
界があることを明記すべきではな
いか。特に娯楽目的の飲食店等は区
の補助を行ってまで対応する必要
はない。 

世田谷区では、“どこでも、だれで
も、自由に、使いやすいまち”の実現に
向けて、ユニバーサルデザイン推進条
例にて小規模店舗や集合住宅について
も指導を行っており、条例施行前の平
成２１年以前にしゅん工した建築物に
つきましては、小規模店舗等のユニバ
ーサルデザイン改修費用の補助を行っ
ています。また、建物の構造上改修等
が難しい場合でも、商店や事業所等で
の合理的配慮の提供を支援する取組み
として、点字メニューや簡易スロープ
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を購入するための経費等の助成を行っ
ております。 

小規模店舗等のユニバーサルデザイ
ン改修等の支援とあわせて、心のバリ
アフリーの理解、普及にも取り組み、
小規模店舗等であってもだれもが利用
できる環境整備を推進します。 

・ 物理的に出来ない、一般的に危険す
ぎて実施すべきではない、費用対効
果が低すぎて出来ないという取り
組めない事象を区として公開して
ほしい。 

ユニバーサルデザイン推進計画（第
３期）では、新築の施設だけでなく既
存改修等様々な事例を、だれもが情報
を活用できるように区ホームページで
公開します。 

また、ハード面の整備が難しい場合
でも、だれもが利用できるようにする
ため、合理的配慮の提供に関する普及・
支援に取り組みます。 

 

(オ) 施策６（情報の発信と取得、利用）に関すること 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ カタカナはたとえ英語由来などの
語彙であっても、外国人には発音や
表記の問題から理解しづらいと考
えられ、日本人では漢字表記よりか
えって理解しづらくなる可能性が
ある。よって、英語と併記するか漢
字表記+ひらがな表記で、ひらがな
表記をする際には漢字の読みをひ
らがなに起こすのではなく、平易な
言葉に書き換えるなどの対策が必
要である。 

【区政全般】 
区では、平成 29 年に「世田谷区多言

語表記及び情報発信の手引き」を作成
し、外国人等が必要な情報を正確に理
解できるよう、情報発信における「や
さしい日本語」の活用を促進していま
す。「やさしい日本語」のポイントとし
て、カタカナ外来語はできる限り使用
しないこととしております。当該手引
きを活用し、引き続き行政情報が伝わ
りやすくなるよう、多言語化・「やさし
い日本語」化の取組みを進めます。 

 
【区ホームページ】 

区ホームページでは閲覧支援として
多言語翻訳機能を取り入れており、翻
訳機能を利用いただくことで漢字、ひ
らがな、カタカナ表記を 131 言語に変
換いただくことができます。 

 
【区のおしらせ】 

区のおしらせでは、分かりづらいカ
タカナ語は、平易な言葉に書き換えた
り、説明や注釈を付けるなどして、み
なさんに伝わるよう工夫します。 

 
【災害情報の提供】 
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ユニバーサルデザインの視点で、日
本語を母国語としない方でもだれもが
情報を取得できるよう、多言語かつ多
様な情報媒体を活用するとともに、や
さしい日本語に配慮した情報発信を推
進します。 

 
【区施設のサイン整備】 

区では平成 28 年４月に「世田谷区情
報のユニバーサルデザインガイドライ
ン」を作成し、わかりやすいデザイン
と考え方のより一層の普及に向けて令
和 3 年 3 月に改訂を行いました。ユニ
バーサルデザイン推進計画（第３期）
では、ガイドラインの普及を進め、適
宜見直しを行います。 

 

(カ) 施策８（ユニバーサルデザインの普及・啓発）に関すること 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ 外国から移住して来られる人のた
めに日本語教室を実施、充実させる
ことと同時に日本文化を理解して
いただくことも大事である。また、
外国人向け防災教室は多言語で行
なえれば良い。 

せたがや国際交流センター（クロッ
シングせたがや）では、日本語を初め
て学ぶ方向けの日本語教室を実施して
おり、今後もニーズに合わせた展開を
図ります。また、英語や「やさしい日本
語」を用いて日本文化や世田谷の魅力
を感じることのできる区内まち歩きツ
アーを実施しており、引き続き、外国
人等が地域においてより豊かに生活で
きるよう、交流イベント等の機会を提
供します。 

また、防災教室については、外国人
等が理解しやすいよう「やさしい日本
語」を用いて行っていますが、関係所
管と連携しながらより効果的な実施方
法を検討します。 

・ 高齢化が一層進むなか、認知症対策
の共助体制の推進が望まれるので
はないか。地域のつながりが希薄化
しているなか非常に難しいと思う
が、大きな課題だと思う。 

区では、認知症の本人を含むすべて
の区民一人ひとりの権利が尊重され、
安心して暮らし続けられるまちを実現
するために、「世田谷区認知症ととも
に生きる希望条例」を令和２年に制定
しました。誰もが認知症を「自分ごと」
として捉え、認知症であってもなくて
も、希望を持って暮らせる地域づくり
を進めるため、地域ごとの特性を踏ま
えた住民主体の活動を広く展開してい
きます。 
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・ ８－６ 認知症にやさしい地域づく
りの推進については、スマホ等を持
たない老人や認知症まで行かなく
ても様々な情報の発信に対するア
ナログでの対応、電話での応対など
の対応や、わかりやすい IT 教育等
を推進してほしい。格差による孤立
化が心配。 

認知症にやさしい地域づくりを進め
るため、より多くの方々に必要な情報
が届くよう、デジタルとアナログの両
方の媒体を活用した効果的な情報発信
を行います。また、区内全 28 地区のあ
んしんすこやかセンターにおいて、窓
口や電話等により、様々な相談をお受
けするとともに、デジタル関連講座な
どの情報格差の解消に向けた取組みを
進めていきます。 

 
(キ) 施策１０（ユニバーサルデザインの取組みの推進）に関すること 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ 大型施設については男女別のバリ
アフリートイレがあっても良いの
ではないか。LGBTへの過度な配慮も
不要である。 

バリアフリートイレは、ユニバーサ
ルデザイン推進条例に基づき、不特定
かつ多数の方が利用、または高齢者、
障害者等が利用する便所を設ける場合
には、1 か所以上設ける必要があり、男
女の区別がある場合はそれぞれ 1 以上
設けるよう指導しております。 

なお、車椅子使用者用トイレは、高
齢者や障害者等の異性介助をされる方
も多くいることから、男女共用トイレ
の設置が望ましいため、施設の特性な
どを踏まえ、引き続き適切な整備をし
ていただけるよう誘導いたします。 

・ 各施設の駐車場の拡大 世田谷区ユニバーサルデザイン推進
条例では、一定の用途及び規模以上の
施設に駐車場を設ける場合車椅子使用
者用駐車場の設置を義務付けておりま
す。法改正等に合わせ適宜整備基準や
施設整備マニュアルを見直し、ユニバ
ーサルデザインのまちづくりを推進い
たします。 

・ 車椅子等の為のバリアフリーの拡
大 

世田谷区ユニバーサルデザイン推進
条例では、一定の用途及び規模以上の
施設を計画する場合には届出いただ
き、基準に沿った計画としていただく
よう指導しています。また、令和５年
５月に世田谷区移動等円滑化促進方針
を策定し、ユニバーサルデザイン推進
計画とともに「どこでも、だれでも、自
由に、使いやすく」というユニバーサ
ルデザインの考え方を踏まえ、すべて
の人が安全で安心して快適に住み続け
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られる地域社会の実現を目指していま
す。 

・ ユニバーサルデザインと謳って改
善した結果、元々の仕様の方が使い
やすいという事象もあるため、身長
の高低で使いやすさが異なるモノ
などは両方設置するようなガイド
ラインを取り込んでほしい(わかり
やすい例だと座面の高さなど)。 

区では、世田谷区ユニバーサルデザ
イン推進条例の基準を解説した施設整
備マニュアルを公表しています。 

だれもが利用しやすい施設となるよ
う、見直しを継続していきます。 

 
⑤ ユニバーサルデザインの推進に関すること 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ 国民生活において必要不可欠なも
のであり、実現できればこんなすご
い事は無い。ただこの事が各自で自
覚がどこまでできるのか、又知って
いるのか。構想・計画、決まりを守
ることが可能であれば良いと思う。 

だれもがユニバーサルデザインのま
ちづくりを自分の問題として捉えられ
るよう、普及啓発・理解促進に取り組
みます。 

・ 速度感を出すため、高齢者、外国人、
その他ユニバーサルデザインが必
要な方などで属性ごとに分類し、地
域ごとに属性割合が高いものから
実施していく。 

年齢、性別、国籍、能力等にかかわら
ず、できるだけ多くの人が利用しやす
い生活環境にするため、区民・事業者・
区内活動団体と連携・協働し、ユニバ
ーサルデザインの推進、普及啓発に努
めます。 

・ 整備、維持管理は大変なことである
が、区民等も参加し協働しながら、
まちづくりを推進してほしい。 

年齢、性別、国籍、能力等にかかわら
ず、できるだけ多くの人が利用しやす
い生活環境にするため、安全安心して
快適に暮らせるまちづくりに向け区
民・事業者・区内活動団体と連携・協働
し、ユニバーサルデザインの推進、普
及啓発に努めます。 

 

⑥ その他 

主な意見（抜粋） 区の考え方 

・ 視覚障害者を装って痴漢行為を行
うなど、弱者を装って犯罪行為を行
う人を減らすような取組みを行っ
てほしい。 

区では安全で安心して暮らせるまち
づくりのために様々な防犯対策を行っ
ておりますが、いただいたご意見を参
考にしながら、警察等関係機関と連携
し犯罪抑止対策に取り組みます。 
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・ UD 視点の街づくりも重要だが、「区
民として生活することが困難」とい
う問題を提起する。高齢者と障害者
に共通しているのは経済的に自立
しにくい環境の方が多いことであ
る。収入が無ければ区民としての生
活も成り立たない。国の制度や援助
はあるが、世田谷区独自の支援が少
なく、低所得高齢者や障害者が住み
づらい町である。もっと直接的な生
活補助や職業斡旋等、代理の組織を
通じなくとも利用できる世田谷区
としての制度の立ち上げである。ま
た、そのために直接的・包括的に「直
接の要望」を受け止める組織が区役
所内に必要である。 

区では、生活困窮者自立相談支援セ
ンター「ぷらっとホーム世田谷」を設
置し、相談員が一人ひとりに寄り添い
ながら生活や就労に関して相談・支援
を行うなど、生活全般にわたる困りご
との相談を受け付けております。 

また、地域障害者相談支援センター
「ぽーと」を設置し、障害のある方を
対象に安心した生活に向けて様々なご
相談を受け付けております。 

区政への直接的なご意見につきまし
てはユニバーサルデザイン推進計画を
はじめとする様々な計画へのパブリッ
クコメントの実施や、日頃から「区長
へのメール」や「区長へのハガキ」など
により、区民の皆さんから寄せられた
ご意見やご要望を「区民の声」として
受け付けております。これらを通して
いただいた区政へのご意見等に対し、
所管課からの回答等、具体的な対応を
します。 

ご意見は今後の施策の参考とさせて
いただきます。 

・ 「誰もが気持ちよく暮らせるまち
づくり」とあるが、不当に人を差別、
不審者扱いする現状を解決できな
い区が「ユニバーサルデザイン」な
どと仰るのは違和感がある。 

区では「世田谷区多様性を認め合い
男女共同参画と多文化共生を推進する
条例」に基づき、年齢、性別、国籍、障
害の有無等にかかわらず、それぞれが
自らの意思で生き方を選択し、相互に
尊厳と生き方を認め合える社会を目指
しています。 

今後も条例の理念に基づき、区民や
事業者等に対して、不当な差別や取扱
いをすることがないよう、理解を求め
るとともに、啓発を進めます。 

・ 「人種や国籍など関わらず共生で
きる社会を」とあるが、そもそもな
ぜ国境があるのか。文化が異なる
人々同士は一緒に住めないから居
住地を分けている。この原則を頭に
おいて進めないと、日本の文化・慣
習がいたずらに破壊されるだけに
なってしまい、ユニバーサルデザイ
ンと言っても掛け声倒れになる。 

区では、「世田谷区多様性を認め合
い男女共同参画と多文化共生を推進す
る条例」に基づき、すべての人が、国
籍、民族等の異なる人々の互いの文化
的違いを認め合い、対等な関係を築こ
うとしながら共に生きていく社会を目
指して、「世田谷区第二次多文化共生
プラン」を策定しています。 

引き続き、外国人等を含むすべての
方が共に社会を構築できるよう、区民
の理解促進や多文化共生の意識啓発に
取り組みます。 

また、日本の文化や習慣の違いを理
解し、地域における交流の促進に向け、
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せたがや国際交流センター（クロッシ
ングせたがや）や活動団体と協力し取
組みを進めます。 

・ 困ったことがあるときに見せる、だ
れもが分かるようなマークを作成
してほしい。 

外見からは分からなくても援助や配
慮を必要としている方々が、周囲の方
に配慮を必要としていることを知らせ
ることで、援助を得やすくなるよう作
成したマークとしては、ヘルプマーク
があります。 

ヘルプマークは全国共通のマークと
して、全国に普及しつつあります。 

 


